
こうの れる美しい自然と農業を守る
農事組合法人ファーム縣坂

近隣の観光名所

芦原温泉

明治時代より昭和45年まで小学校も

置かれた、現在も屋号で呼び合う

文化が根付いている

東尋坊 丸閲城

ファーム簾坂の農作業風景

苗作り 直進アシスト田植え機での田植え

区

穏iメuり 集荷乾操



段取り8分で全員参加の共同作業

綿密な作業計画の策定と作業の専門化等により、労働時間を大幅に

削減し、収益アップを実現

【類型】

【組織名】農事組合法人ファーム嫌坂

【所 在】福井県あわら市熊坂
【農業地域類型】 平地・中山間地混在

【構成農家戸数】 26戸

【経営規模】
水稲   21ha
麦    14ha
そば    5ha
作業受託 10ha
乾燥調整 10ha

O 農業者の高齢化や農業機械の老朽化などによる価別農瞭の負担軽減を図るため
平成18年9月 に農事組合法人ファーム熊坂を設立。

O営 農体制充実強化を図るため、平成21年に乾燥調整施設を建設し個人の農作業小屋
を間借りしての乾燥調整を一括して行うこととした。

o 平成29年より集落外の農作業の受託を開始することとなり、乾'燥機を増設し
平成31年は、3 ha/日 の受け入れ可能な規模に拡大をした。

水稲 麦・そば 受託作業++

現在の取り組みと今後の方針

02ヶ 月程先を見越した綿密な作業計画を作成し、組合員の資格保有状況や得意作業
の調査を踏まえ、適材適所の人員確保を実施している。

o前 段取りを確実に行う事により、本田作業の効率が大幅に向上。

O日 々の作業の進捗状況を把握し、翌日の作業を効率的に行うため、16時に

作業を終了し、給油、点検、清掃を行い作業報告等の終礼を実施。

O作 業工程を見直し、省力化、効率化を図る。

O新 型農機具の運転を、若い組合員に積極的に任せる事で、後継者育成を図る。
O作 付け不向きな、麦、そばを、加工用米に転換し収益を拡大する。



8月 13日 あわら市熊坂地区、獣害被害現地調査

民主党福井県総支部連合会 代 表 山本正雄
幹事長 辻 一憲

県議会議員

県議会議員

獣害対策責任者の竜田氏 ファーム熊坂
上田理事長より被害状況を伺いました。

捕獲状況や問題 Jくなどを認定農業者の

三上忠治氏にもお話を伺いました。

金網に大穴を開けるイノシシ被害の

重大かつ深刻さを実感しました。

三上市議会議員 ファーム熊坂、田嶋氏
の案内で被害現場を視察しました。

左側が、山本正雄
緑のジャンパーが

代表
辻 一憲 幹事長

補修の金銭的負担と労力を軽減するべく

県にしつかり働きかけをいたします。



10月 20日 獣害姑策等を県へ申し入れ

１０
月
２‐
日
　
福
井
新
聞
記
事
よ
り
抜
粋

（拡
大
）

１０
月
２‐
日
　
日
刊
県
民
福
井
記
事
よ
り
抜
粋

（拡
大
）

獣
害
対
策
な
ど

県
へ
申
し
入
れ

民
主
県
速
な
ど

民
主
党
県
速
と
県
会
会
派
の
民

主

・
み
ら
い
は
２０
日
、
地
域
住
民

か
ら
要
望
が
出
て
い
る
島
獣
筈
対

策
や
国
道
８
号
と
北
陸
自
動
車
道

の
雪
薔
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

充
実
を
県
に
申
し
入
れ
た
。

本
年
度
か
ら
、
県
連
と
同
会
派

に
所
属
す
る
県
議
が
い
な
い
選
挙

区
を
中
心
に
、
県
内
各
地
を
巡
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回

は
、
島
猷
害
に
悩
む
坂
井
（
あ
わ

ら
両
市
の
現
場
な
ど
を
視
察
し
た

際
に
、
住
民
や
各
種
団
体
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
要
盤
を
ま
と
め
た
。

一　
県
速
代
表
の
日
本
正
雄
県
議
を

は
じ
め
民
主

・
み
ら
い
の
３
県
議

と
、
坂
井
市
議
（
あ
わ
ら
市
議
の

計
５
人
が
県
庁
を
訪
れ
、
中
村
保

暴

基

贅

や
曇

土
爺

長
ら
に
申
し
入
れ
た
。

局
獣
害
対
策
で
は
、
山
本
県
議

ら
が

「
イ
ノ
ン
シ
Ｅ
柵
が
破
盛
さ

れ
、
住
民
は
耕
作
意
欲
を
失
っ
て

し
ま
う
」

「獣
害
の
ひ
ど
い
あ
わ

ら
市
熊
坂
を
、
対
策
や
研
究
の
モ

デ
ル
地
区
に
」
な
ど
と
述
べ
、
支

援
や
予
算
の
拡
充
を
求
め
た
。

県
側
は
獣
審
に
効
果
の
あ
る
対

策
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
し
、
中

村
部
長
は

「中
山
閤
輛
一域
を
ど
う

守
る
か
の
観
点
で
局
獣
害
対
策
も

積
極
的
に
行
う
」
と
強
調
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
域
商
規
格
道
路

の
福
井
港
丸
岡
イ
ン
タ
ー
連
絡
道

路
や
国
通
８
号
福
井
バ
イ
パ
ス
な

ど
の
最

霧

暦

阜

お

為
（る

）

ィ
ン
フ
イラ
整
備
と

一島
獣
警
対
策
要
望

々
　

　

民
主
県
違
な
ど
県
に

民
主
党
県
連
と
県
議
会
会
派

の
民
主

・
み
ら
い
は
二
十
日
、

県
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
鳥
獣
害

対
策
の
要
望
を
申
し
入
れ
た
。

県
連
の
山
本
正
雄
代
表
ら
五
人

が
県
庁
を
訪
れ
、
浦
真
土
本
部

長
と
中
村
保
博
農
林
水
産
部
長

ら
と
面
談
し
た
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、
福
井

港
丸
岡
イ
ン
タ
ー
連
絡
道
路
の

早
期
整
備
や
、
北
陸
自
動
重
遺

と
国
道
８
号
の
雪
害
対
策
な
ど

を
求
め
た
。
県
側
は

「
（地
元

の
）
坂
井
市
と

一
緒
に
事
業
を

早
く
進
め
た
い
」

「
国
に
完
成

目
標
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
」
と
応
じ
た
。

鳥
猷
害
対
策
で
は
、
既
設
の

柵
が
イ
ノ
シ
シ
に
破
壊
さ
れ
た

り
、
耕
作
放
葉
地
が
拡
大
し
た

り
す
る
現
状
を
訴
え
た
。
県
側

は
自
動
監
視
装
置
の
研
究
を
進

め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。
　

　

　

　

（西
尾
述
志
）

要
望
を
修
な
る
山
本
正
雄
代
表

（
手

前
左
か
ら
３
人
目
）
ら
＝
県
庁
で


